
底
潮
の
冷
た
き
を
言
ふ
鮑
海
女

言
訳
を
し
て
る
児
の
汗
拭
ひ
や
る

初
浴
衣
ひ
と
日
の
記
憶
た
た
み
け
り

子
の
涙
す
ぐ
に
乾
き
て
さ
く
ら
ん
ぼ

棒
を
ふ
り
右
へ
左
へ
ス
イ
カ
割
り

ひ
ま
わ
り
が
君
の
笑
顔
に
似
て
い
る
な

し
あ
い
中
光
る
T
シ
ャ
ツ
汗
ば
か
り

日
焼
け
し
て
マ
ス
ク
の
部
分
白
い
ま
ま

草
む
し
り
ね
っ
こ
が
長
く
し
り
を
つ
く

夏
休
み
プ
ー
ル
に
う
つ
る
空
の
色

向
日
葵
に
か
ぶ
せ
て
あ
げ
た
い
麦
わ
ら
ぼ
う

浴
衣
着
て
い
つ
も
と
ち
が
う
君
を
見
る

ア
ク
リ
ル
画
明
日
を
描
く
夏
の
午
後

手
持
ち
花
火
笑
顔
照
ら
し
て
闇
へ
散
る

華
や
か
な
ド
レ
ス
を
ま
と
い
舞
う
海
月

梅
雨
の
朝
自
分
の
服
が
半
乾
き

句
の
愛
好
者
62
名
が
参
加
し
て
第

26
回
鈴
鹿
山
麓
菰
野
町
俳
句
大
会

が
７
月
９
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
事
前
に
応

募
さ
れ
た
４
４
６
句
の
応
募
句
と
大
会
当

日
に
詠
ま
れ
た
当
日
句
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
特

選
句
等
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学

校
、
中
学
校
、
菰
野
高
校
か
ら
も
３
１
９

句
の
応
募
句
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
特
選
句
等
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

俳

俳句を通じて感じる――

四季のひと時
御
在
所
の
五
月
の
風
に
会
ひ
に
ゆ
く 

松
本
愛
子
（
伊
勢
市
）

月
下
美
人
白
炎
闇
に
点
し
け
り 

蒲 

悦
子
（
四
日
市
市
）

松
村
正
之
（
志
摩
市
）

武
田
巨
子
（
大
羽
根
園
）

伊
藤
は
じ
め
（
四
日
市
市
）

水
野
悦
子
（
小
島
）

棚
村
亮
太
（
菰
野
小
）

土
井
保
果
（
菰
野
小
）

倉
田
結
衣
（
千
種
小
）

森 

千
夏
（
朝
上
小
）

前
田
義
宝
（
竹
永
小
）

柴
田
悠
璃
（
鵜
川
原
小
）

谷 

希
々
華　
（
菰
野
中
）

岡
田
望
花
（
菰
野
中
）

藤
井
美
玖
里
（
八
風
中
）

葛
山
快
乃
（
一
年
）

門
脇 

麗
（
二
年
）

増
田 

虹
（
三
年
）

町
議
会
議
長
賞

町
教
育
長
賞

第 2 6 回

第 2 6 回

特選句（敬称略）

応
募
句

当
日
句

応
募
句

当
日
句

応
募
句

当
日
句

特
選 小
学
校
の
部

特
選

特
選中

学
校
の
部

特
選

特
選

特
選

高
校
の
部

特
選

特
選

特
選

特
選

特
選

特
選

広報こもの
№ 744

５

近 出
発
進
行 

観
光
列
車「
つ
ど
い
」

鉄
名
古
屋
駅
を
出
発
し
、
湯
の

山
温
泉
駅
へ
直
通
で
向
か
う
観

光
列
車
「
つ
ど
い
」
が
約
３
年
ぶ
り
に

復
活
し
、
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
列
車
の
中
で
夏
祭
り
を
模
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
体
験
で
き
る

「
夏
祭
り
列
車
」
と
、
列
車
内
で
の
ん

び
り
と
生
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
過
ご

せ
る
「
夕
涼
み
列
車
」
の
２
本
立
て
で

運
行
を
行
い
ま
す
。

広報こもの
№ 744

４

夕涼み列車
湯の山温泉駅→近鉄名古屋駅

列車内には花火の音が響き、
車窓を眺めながら生ビールで
乾杯！観光で疲れた体を癒す
大人向け列車です。

夏祭り列車
近鉄名古屋駅→湯の山温泉駅

車内が夏祭りのように飾り付
けられ、雰囲気はまるで縁日。
子どもが楽しめるさまざまな
体験ができます。

湯の山温泉駅に到着した
観光列車「つどい」▶

大きなおみくじを引い
て、近鉄関連グッズとお
菓子がもらえます。

ジャンボおみくじ

ラッキーパンチ（福引き）

風車作り

木製キーホルダー作り

パンチで福引き！中には
町の特産品や近鉄関連
グッズが入っています。

イベントロゴ入りの風車
に自分でスタンプを押し
て組み立てます。

三重県産の杉のキーホル
ダーに「つどい」の焼き
印をいれて完成！

DATA
走行距離
乗車定員
車両編成

52.3㌖
60人
３両

　提灯などで飾り付けられた車内は夏祭りの雰囲気満載　列車内の
カウンターではコーヒーやホットサンドを提供　撮影スペースでは
こもしかになりきって記念撮影　湯の山温泉駅に到着すると僧兵た
ちが乗客をお出迎え　ほぼ満員に近い乗客数となった車内

　　特産品や地酒を用意し、車内
で生ビールを注ぐ　ビールで乾杯
　車窓を眺めながら道中を楽しむ

１ ２

１２
３

４

４

３

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

観光列車で

夏 り祭
７運行

日 16
７
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７
23

７
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